
市議会
ま つ え MATSUE CITY COUNCIL

NEWS LETTER 

第10号　平成24年 3 月 1 日発行  

きまち湯治村（宍道町）

だ り
よ

2012 MAR
NO.10

発行・松江市議会　編集・議会広報等特別委員会

松江市議会議員研修会（中央大学大学院教授佐々木信夫講師） 経済委員会現地視察
（松江市開発交流プラザ）

議員定数等調査特別委員会

議会をもっと身近に あなたと市政を結ぶホットライン 
議会の動き

11月21日11月21日 12月19日12月19日 12月26日12月26日



2 3

まつえ市議会だより　2012.3.1 まつえ市議会だより　2012.3.1

平成23年12月2日～12月22日

補正予算案・東出雲町決算など
47議案を原案どおり可決、認定、同意

12月定例会では、松江市奨学金貸付条例の一部改正などの条例改正や、東西の美保関保育所やゆうあ
い熊野館等の指定管理者の公募による指定などの議案、生活保護世帯の増加等による4億9,600万円余
りの増、職員人件費の5億5,500万円余りの減、子ども手当の2億2,400万円余りの減額などの一般会計、
特別会計、企業会計など補正予算総額9億3,284万円余りの補正など市長提出案件44議案と、委員会・
議員提出案件3議案を可決、認定、同意しました。
なお、決算特別委員会を設置し、平成23年度八束郡東出雲町決算7件について審査を行い、全て認定

しました。
また、議員定数等調査特別委員会を設置し、議員定数及び政務調査費の調査研究を行うことになりま

した。

議員提出議案1件を可決
議員提出議案「地方の社会資本整備等の促進を求める意見書について」は、全員一致で可決しました。平

成24年度の国の概算要求基準は、7千億円規模の特別枠が設けられたものの、政策的経費は一律1割の削減が
求められるなど厳しい現状となっており、意見書では、地方の状況を踏まえ、以下の事項を要望したものです。

（要約）
1. 高速道路・高規格道路など避難道路は不可欠であり、大橋川改修など一日も早い完成を求める。
2. 社会資本整備総合交付金、農山漁村整備総合交付金などの交付金の総額確保と、社会資本整備が遅れて

いる地域へ重点的に配分を行うこと。
3. 大規模で広域的な災害に対応できるよう、国は危機管理の機能と体制の充実を図ること。

件　　名 提　出　者 審議結果

請願第6号 市街化区域と市街化調整区域を定めた松江市
の線引き制度を廃止することについて

松江市生馬公民館　運営協議会
会長　松尾　知樹

閉会中の
継続審査

(全員)

請願第7号 市街化区域と市街化調整区域を定めた松江市
の線引き制度を廃止することについて

石川　修一
閉会中の
継続審査

(全員)

陳情第34号 第五大橋道路開通に伴う松東地域のまちづく
りと線引き制度の見直しについて

松江市川津地区自治連合会
会長　久保田　明雄　外6団体

閉会中の
継続審査

(全員)

陳情第35号 第五大橋道路開通に伴う東川津地区のまちづ
くり事業推進について

松江市東川津土地区画整理組合設立準備委員会
会長　小山　昭

閉会中の
継続審査

(全員)

陳情第36号「まつえ若武者隊」活動と雇用の継続について
まつえ若武者隊の存続を願う会

代表　杉井　英作
不採択
(全員)

12月定例会

請願・陳情の審議結果は下表のとおりです。
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・市長の描く未来の松江市について
・原発問題について
・新市職員削減計画について
・学校屋外運動場（校庭）の芝生化に

ついて
・性同一性障がい者への健康保険証の

性別記載について

島根原発１号機の再稼働の考えは質 問
保守点検不備の課題、2ヵ所のひび割れが見つかった

課題がある島根原発１号機について、今回の福島第一原
発事故を受けて、停止中の原発に対しては、再稼働の前
提として、ストレステストを実施することになったが、
再稼働についての考えを伺う。

福島事故の原因究明が前提条件である回 答
まず課題が解決されることが必要であり、ストレステス

トの、特に１次評価の稼働の是非についての国の評価を得る
ことが必要だと思っている。また、国の指示を受けて実施さ
れている安全対策の実施状況が、運転開始の前提条件にな
ると考えている。そして何よりも今回の福島の事故原因究
明を強く主張している。本当に津波だけだったのか、地震あ
るいは高経年化の問題があるのかどうなのか、国において
明確に、この点を明らかにしてもらいたいと思っている。

・平成２４年度予算編成方針
・拡充児童手当
・島根原子力発電所の防災対策
・被災者支援システム導入
・しんじ幼保園の地盤沈下に伴う建物

の損傷
・エコクリーン松江溶融炉損傷
・空き家対策

小中学校での放射能教育の取り組みは質 問
福島県の子どもたちが、避難先で放射能をめぐる差別

やいじめがあると聞き、小中学校で、放射能への正しい
教育が必要であると思う。放射能教育の実態と今後の取
り組みを伺う。

平成２４年度から副読本により、小学校でも
指導を行う回 答

現在、小学校では行っていないが、平成２４年度から文
部科学省で放射線等に関する副読本が作成されるので、そ
れに基づいて、小中学校で指導を行う。今年度、小中学
校理科部会で、放射線等に関する研修会を実施している。

・佐陀神能（世界無形文化遺産）登録
・平成２４年度予算編成について
・エコクリーン松江のごみ焼却炉の損

傷について
・しんじ幼保園の地盤沈下に伴う建物

の損傷について
・原子力発電所関連の現状について

財政改善、見直しや重点的に行われる　
事業について伺う質 問

平成24年度予算編成の方針について、基本的な考え方
や財政改善に向けての方法、見直しを行う事業や重点的に
行われる事業について伺う。

事務事業などの見直しを行い財源確保を
図りたい回 答

実質公債費比率は、臨時財政対策債の発行抑制と繰り上げ
償還の実施などにより、地方債残高を1千億円以下にし、類似
団体平均の12.5％を目指したい。引き続き事務事業、公共施
設の見直しを行い、財源確保を図りたい。新体育館の建設な
ど災害に強い都市基盤の整備、子どもから高齢者に至るまで
のライフステ－ジごとの施策を示したい。観光は「まち歩き
観光」と外国人観光客の誘致に力を入れたい。また山陰自動
車道をはじめとした避難道路、大橋川改修など防災対策に伴
う社会資本整備について、予算確保を国に要請したい。

・高齢化社会に向けた支援策
・子育て支援のさらなる充実
・公共事業費の確保
・旧県立プール跡地の活用
・子ども読書活動の推進
・放送大学の活用

子育て支援のさらなる充実の考えは質 問
市長は「子育て支援の充実」を掲げ、待機児童の解消

に向けた施設整備、小学校３年生までの医療費の無料化
や保育料の軽減など、全国でも高い施策を進めてこられ、
評価している。今後、人口増や雇用の視点を踏まえ、子
育て支援のさらなる充実に向けた考えを伺う。

保育料の負担軽減、医療費無料化の対象
年齢引き上げを検討する回 答

保育料について、現在国が定める規準額に対し、平均約
３７％の軽減を図っている。今後さらなる保育料の負担軽減
を検討してまいりたい。

乳幼児等の医療費は、市独自助成により、段階的に医療費
無料化の対象年齢を引き上げ、昨年７月には小学１年生～３年
生までの無料化を実施し、子育て世代の負担軽減を図ってい
るが、さらなる対象年齢の引き上げを検討してまいりたい。

会派代表質問

会派代表質問

会派代表質問

会派代表質問

12月定例会 一般質問
市政のここが聞きたい　18人の議員が質問 　12月定例会では、12月7日から12月9日までの3日間

にわたり一般質問を行いました。
　質問をした議員本人が通告した項目の中から一つ選
び、要旨をまとめたものを掲載しています。

※会議録は松江市議会ホームページ（http://www1.city.matsue.shimane.jp/gikai/eturan/gikai-12.html）でご覧いただくことができます。

陳陳請請 情情願願 の審議結果
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・ユネスコ世界無形文化遺産登録に
ついて

・エコクリーン松江について

佐陀神能記念館の増設の考えは質 問
国の無形文化財である佐陀神能の保存を目的の一つと

している鹿島歴史民俗資料館を活用するためには、ここ
に佐陀神能記念館を増設すれば、国際文化観光都市にふ
さわしい施設になると考えるが。

公共施設のあり方に関わる検討結果を　
踏まえ判断していく回 答

価値の市民への周知、後継者の
育成、講座の開設、調査研究につ
いて、国とも連携し、長期的な取
り組みを考えたい。無形文化遺産
への関心が高まるよう、学校教育
の場でふるさと学習として取り入
れ、公共施設のあり方に関わる検
討結果を踏まえながら判断をして
いくものと考えている。

・男女共同参画社会
・ＮＰＯ法人
・健康問題
・国民健康保険料
・介護保険

次期がん対策推進計画の取り組みは質 問
1981年以来、がんは死因のトップを占めている。松

江市の今後のがん対策について伺っておきたい。
また、今年度全額公費補助で実施してきた子宮頸がん

予防ワクチン、ヒブワクチンと小児用肺炎球菌ワクチン
の対応についてもお尋ねする。

がん検診の無料化の拡大を実施回 答
松江市がん検診あり方検討委員会で提言をまとめてい

ただいた。それを受け、特定年齢で、これまでの大腸がん、
子宮がん、乳がん検診の無料実施に加え、胃がん、肺が
ん、前立腺がんについても一定の年齢において無料化す
る。乳がんと子宮がんの無料クーポン事業、またワクチ
ンについても、これまでどおり公費補助により無料接種
を実施する。

・市長の政治姿勢
・原発問題と地域防災計画
・水道問題

住民投票を含む自治基本条例策定を質 問
３０ｋｍ圏内の住民の避難計画が策定されようとしてい

るが、関係者からは非現実的との声や、危険な原発とい
うことがわかった以上、住民の避難より原発の方こそ撤
退すべきではないかとの意見がある。

住民には平和的生存権がある。住民投票を含む住民の
意思を反映した行政の展開のために、自治基本条例の制
定が急がれる。市長のマニフェストにもあるので、条例
を任期内に策定すべきと思うが、決意はいかに。

「伺います条例」の後に研究したい回 答
マニフェストに掲げたが、職員の中に意義が浸透して

いない。職員の方から出かけていくために、まず、伺い
ます条例をつくり、実施状況をみたうえで、第二段階と
して自治基本条例を研究していきたい。

・国のＴＰＰ参加方針について
・縦割り行政と行革について
・航空自衛隊美保基地のＣ-２輸送機の
配備と地元課題について

・県境を越えた地域課題について

事前協議の対象拡大、基地調整交付金の
拡大措置ができないか質 問

飛行区域の変更など事前協議の対象にするべき。また
基地調整交付金、何にでも使える９条の対象の措置の申
し入れができないか。

事前協議の申し入れ、制度改正を強く要
請する回 答

飛行コースの変更など通告のみで決定した経緯があ
る。八束町の要望もこれが一番の骨子であり、飛行コー
スの変更等々事前協議の対象になるよう申し入れたい。
特定防衛施設交付金については、基地所在地しか交付対
象になっていないので、八
束町など飛行区域につい
て、国に対し基地所在市町
村と同じような措置をして
もらうよう、制度改正を強
く要請していきたい。
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・沿岸漁業振興について
・選挙体制の見直しについて

沿岸漁業の現況と振興対策は質 問
沿岸漁業の現況は、資源の枯渇や魚価の低迷、従事者

の高齢化等大変厳しいと聞くが、市の漁獲量等の現状は
どうか。また、今後の魚価のアップ、消費拡大のための
ブランド化や栽培漁業の育成が必要と思う。今回はサワ
ラ、イワガキ、アワビ等振興策について伺う。

松江市ブランドとして育成支援する回 答
漁獲量は上向きに推移している。うち定置網が 20％

を占めている。長引く不況の影響や魚離れ等、魚価の低
迷で、量は増となっても漁獲金額は平年を下回る状況だ。
福浦のサワラは岡山県に出荷され、倍近い高値で取引さ
れている。今後取り組みの拡大を図りたい。また、イワ
ガキ、アワビも市の支援により生産が増加している。松
江市はホテル、旅館、飲食店等消費が多いので、市のブ
ランドとしてＰＲし、販路拡大等支援育成する。

・ＴＰＰ問題に関連して
・文化施設について（公共施設見直し

検討委員会案から）
・次期介護保険事業計画について

ＴＰＰ専門官の設置と、今後の農業は産業
政策と社会政策が必要ではないか質 問

ＴＰＰ問題は、農業、食の安全、医療分野等多岐にわたり
極めて解りにくい。市民に対し十分な説明、情報提供のた
め、専門官、担当を設置してはどうか。

また、今後の農業振興は、産業政策とともに社会政策、
環境政策等の実施により地域を守ることが重要と考える。
本市独自の政策とそれを国に求めることが必要と思うが。

産業経済部で情報収集を行う。今後国の
政策に従い地域農業振興を考えたい回 答

ＴＰＰ参加による影響は国から十分に情報提供されてな
い。市民生活や地域経済に与える影響は大きい。まずは
産業経済部を中心に情報収集を行う。今後の農業をいか
にするかは国で明確に出すべきである。それを受け、当
地域の農業振興を考えたいが、基盤づくり、特産品の奨
励等支援していきたい。国に対しては、関係者の意見を
聞きながら対処していく。

・まちづくりの基本方針について
・次期高齢者福祉計画・介護保険事業

計画について
・伺います係について

平成の開府元年まちづくり基本方針は質 問
このたび、ビジョン懇話会を立ちあげられたが、その

意義について伺う。また、県外の有識者等の意見も参考
にとの考えだが、ともすれば抽象論に留まることが多い。
大事なことは地域の声をどれだけあげるかではないか

委員と市民とのディスカッション等を　
開催するなどして構想をまとめる回 答

平成のまちづくり構想は、松江開府４００年祭も終わり、
次の１００年に向けてのまちづくりを考えていく転機とい
える。１０年計画というようなものでなく、もう少し夢の
あるものをという考えである。有識者の意見には傾聴す
べき点も多い。来年は市民懇話会や地域懇話会に７人の
委員にも出席いただいてディスカッションしていただく
など、市民の声も取り入れ、構想のまとめをしていきたい。

・平成２４年度地方税制改正見直し
・公共施設の命名権の導入による自主
財源確保策

・極端な低価格入札契約の対策防止
・安全安心な自転車移動のまちづくり
・松江第五大橋開通後の公共交通体系

公共施設の命名権導入による自主財源確
保策の検討を進めては〔提案〕質 問

命名権（ネ－ミングライツ）とは、市有財産公共施設
などに名前をつけることの権利を言い、その権利を売っ
て、できるだけ市税を投入せずに施設管理経費を賄うも
のである。民間活力を活用することによる、継続的安定
的な自主財源確保策として有効な施策である。今、新松
江市総合体育館の建設基本構想策定中であるなら、導入
できる仕組みづくりの検討を進めてはどうかと提案する
が、市長の見解を伺う。

積極的にこの命名権については検討を　
進めたい回 答

新松江市総合体育館についてのお話をいただいたが、
スサノオマジックの本拠地にもなるし、これにより全国
に情報発信できる施設であるという考え方を持っている
ので、ご指摘があったように、積極的に、この命名権に
ついては検討を進めてまいりたい。C-2 輸送機

佐陀神能
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平成24年2月定例会日程
月 日 曜日 会　　議　　名

2
２４ 金 本会議（会期の決定・委員長報告・討論・採決・提案説明）

予算特別委員会（正副委員長互選）

２９ 水 本会議（一般質問）

3

１ 木 本会議（一般質問）

２ 金 本会議（一般質問・議案質疑・委員会付託）

５ 月 予算特別委員会（質疑・分科会委託）

６ 火 総務委員会

７ 水 総務委員会

８ 木 教育民生委員会

９ 金 教育民生委員会

１２ 月 経済委員会

１３ 火 経済委員会・建設環境委員会現地視察

１４ 水 建設環境委員会

１５ 木 建設環境委員会

２１ 水 予算特別委員会（分科会長報告・採決）

２６ 月 本会議（委員長報告・討論・採決）

野
の

津
つ

　直
なお

嗣
つぐ

� （松政クラブ） 飯
いい

塚
つか

　悌
てい

子
こ

� （共産党議員団）

川
かわ

島
しま

　光
みつ

雅
まさ

� （松政クラブ） 貴
き

谷
たに

　麻
ま

以
い

� （松政クラブ）野
の

々
の

内
うち

　誠
まこと

� （松政クラブ） 森
もり

脇
わき

　幸
ゆき

好
よし

� （松政クラブ）

・松江市の情報発信としてのツイッ
ターやフェースブックの導入につ
いて

・「命の情報化」について

市の情報発信としてツイッターやフェース
ブックの導入が必要では質 問

豪雪でも大震災でも活躍したツイッターやフェース
ブックだが、今後、市行政としても積極的にこういった
情報発信手段を活用することが必要。行革の面からもコ
ストのかからないこういった方法をどんどん活用するべ
きだと思うがいかがか。

今後そうしたものを一つの核にして広げて
いきたい回 答

現在、ツイッターで企業との
情報交換、フェースブックでは、
台湾向け観光情報やＲｕｂｙ Ｃｉｔｙ
ＭＡＴＳＵＥプロジェクトで使っ
ている。これからもそういった
ものを核にして広げていきたい
と思っている。

・介護保険、健診について
・教職員の過重労働改善について

時間外労働の解消・縮減対策は質 問
県教委の調査にもとづく市教委調査結果は「現場の実

態を反映していない」などの声を聞いている。
市立小中学校の教職員の服務監督は市教委の仕事であ

り、適正な労働実態の把握に努める責任がある。異常な
多忙化の被害者は子どもであり、市教委の積極的対応を
求めたい。調査結果の受け止め、時間外労働の解消・縮
減対策はどうか。

メンタルヘルス保持に取り組む回 答
学校現場が忙しいことが伺われ、長時間勤務の縮減に

向けた取り組みの必要性を強く感じている。各学校で行
われている効果的取り組みを紹介するとともに、メンタ
ルヘルス保持に積極的に取り組むよう学校に求めていき
たい。対象者が適正に面接指導が受けられるよう学校医
会とも連携し、具体的取り組みを進めていきたい。

・人勧にもとづく職員給与条例の改正
と特別職報酬等審議会にもとづく特
別職の給料について

・公共施設見直し検討委員会の休止対
象になった旧町村の資料館の扱いや
その他の資料館の運営について

・伺います条例について
・総合体育館の建替えについて

松江歴史館の運営状況は質 問
当初、平成23年度入館者目標を25万人と見込んでい

たが、11月現在で8万5,718人の入館者数である。
遺跡跡の保存問題や建設コストなどで騒がれた施設な

ので、しっかりと目標を達成しないといけない。現在の
入館者数からすると、当初予算で入館料1億2,351万円
計上されているが、5,000万円ぐらいの入館料しか見込
めないが、その不足分はどうするのか。

目標達成は困難、不足分は一般会計全体で補う回 答
目標25万人の達成は非常に難しい状況である。
歳入において、予算の不足分については一般会計全体

で調整を行い、補うことになる。なお、来館を促すため
年間パスポート券（1,500円）を発券しているが、今後
積極的に PR を行い、多くの市民に来館していただける
よう努めたい。

・原発の再稼働、安全協定について
・再生可能エネルギー等の利用促進に

ついて
・食の安全確保について
・高齢者福祉施設サービス格差について
・女性の人材育成について
・東出雲の総合力向上教育を研修機関

化することについて

放射性物質の危険のない食の安全確保は質 問
日本海の魚群と太平洋の魚群は交差していないと言わ

れているが、回遊魚や農産物の安全性はどのようになっ
ているか。

出荷制限や採捕の停止が指示される回 答
福島県及び近隣県で暫定規制値を超えたものは、出荷

制限や操業、採捕の停止が指示され市場には出回らない。
回遊魚も水産庁が定期的な調査で安全確認をすると発表。
島根県では定期的に海水や空気、大気のちり等から放射性
物質の調査を行い、現在までに暫定規制値を超える値は確
認されていないため、水産物に含まれる放射性物質の測定
はされていない。６月以降は検出されていないということ
なので、野菜等も影響はないものと思う。米は旧市町村単
位で県独自調査を実施し、肉用牛は全頭検査が実施され、
いずれも放射性セシウムは検出されていない。

・ものづくり産業の振興について
・学校教育の振興について
・子育て支援事業について
・第５期介護保険事業計画について
・インバウンド観光の充実について

ものづくり産業の振興策は質 問
三菱重工の完全子会社となった三菱農機が他メーカー

から製品を供給すれば、協力会社には仕事がなくなると
危機感を持つ。雇用や地域経済の活性化の面からも対策
が必要だ。また、新規の仕事の取り込みが重要であり、
そのために産業支援センターの役割は欠かせない。さら
に、企業には直接的な支援策が今こそ必要ではないかと
思うが考えを伺う。

設置した研究会等で検討支援を行う回 答
三菱農機には今まで以上に地域に貢献してもらいたい

ので、県・市・商工会・地元企業で研究会を組織してお
り、検討支援を行っていきたい。また、産業支援センター
を核とし、他機関との連携も進める。直接的な設備更新
の補助制度は限界があり、既存の制度を活用してほしい。
今後皆さんからの意見を伺いながら見直し等をしていき
たい。

・事務事業（公共施設）の見直しにつ
いて

・固定資産評価と線引き制度について

線引き制度についてどのような方向で検討
するのか質 問

線引き制度の有無による不均衡な課税は解消しなけれ
ばならない。そのためには、松江市全体の線引き制度の
あり方について検討しなければならないが、どのような
方向で検討していくのか。

土地利用のあり方を検討する組織を立ち上げた回 答
合併によりいろいろな土地利用区分がでてきており、

全市を対象とした土地利用のあり方を検討する組織を立
ち上げた。固定資産税、都市計画税
など総合的に検討する必要がある。

　市内29ヵ所の公民館等で開催いたしました議会報告
会にたくさんの市民の皆様にご参加いただきました。あ
りがとうございました。
　いただきましたご意見、ご提案などは、これからの議
会活動、松江市の発展のために生かしていきたいと思い
ます。

　ご参加いただいた方、お世話をいただきました方々
に感謝申し上げます。

（1月18日　朝酌公民館）

（1月16日　大庭公民館）

平成24年1月16日（月）～2月19日（日）

第３回松江市議会 議会報告会開催
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委員会行政視察報告

〒690-8540	 松江市末次町86
	 議会広報等特別委員会（松江市議会事務局）
電　　　話	（0852）55-5433
ファックス 	（0852）55-5533
議会事務局メールアドレス　giji@city.matsue.lg.jp

ホームページアドレス
http://www1.city.matsue.shimane.jp/gikai/top.html

市民活動応援制度、防災計画の見直しなどを視察
平成23年10月11日～13日

総務委員会　松 蔭 嘉 夫 委員長

【佐賀県佐賀市】	市民活動応援制度「1% 支援事業」
【鹿児島県鹿児島市】	地域防災計画の見直し及び津波災害対策編
【熊本県八代市】	民営化等推進事業（八代版市場化テスト）

及び指定管理者制度

　佐賀市では、市民活動団体が行う公益的事業について市
民が投票を行い、投票数に応じて支援金を交付する「市民
活動応援制度」を行っており、市民ニーズの把握や団体の
活動の活性化などに取り組まれていました。鹿児島市では、
東日本大震災を受け、最大クラスの津波を想定し、住民避
難を軸に、避難施設、防災施設などを組み合わせ、津波対
策を含めた総合的な防災計画の見直しが行われており、参
考となりました。八代市では「指定管理者制度」について
研修しました。

橋梁長寿命化修繕計画、市営住宅長寿命化
計画などを視察

平成23年10月19日～21日
建設環境委員会　森 脇 幸 好 委員長

【福岡県北九州市】	橋梁長寿命化修繕計画
【宮崎県宮崎市】	景観計画の概要、景観まちづくり協定制度
【福岡県春日市】	市営住宅長寿命化計画

　北九州市では、橋梁の長寿命化に向けた取り組みについ
て研修しました。市内にある約2,000橋について、老朽化
が進んでいない橋梁は予防的な補修をし、老朽化が進んだ
橋梁を抜本的に補修し、今後100年間の長期計画の中で予
算の平準化を図ることで、約6割の経費削減をしようと考
えていることは大変参考になりました。
　宮崎市では、景観形成のためのまちづくりに関する協定
制度について研修しました。
　春日市では、市営住宅長寿命化計画について研修しまし
た。市内にある中層耐火構造の住宅396戸全てについて、
建設して35年から43年を経過しており、耐用年限までの
期間が35年未満であり、投入した資金に対する投資効果が
発揮されないため、全ての住宅において建替えと判定され
たことは参考になりました。
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皆さんのご意見をお寄せください

自然と調和したまち歩き、ライトレールなどを視察
平成23年10月18日～20日

経済委員会　吉 金 　 隆 委員長

【富山県黒部市】	観光局設立と生地地区の名水街道まち歩
き・自然と調和した観光

【富山県富山市】	ライトレールと岩瀬浜回船問屋まち歩き
【岐阜県高山市】	まち歩き・インバウンド・バリアフリー観

光と広域的な観光資源の活用

　黒部市の宇奈月では低炭素型観光を目標に、小水力発電
や電気自動車の開発で全国展開も目指していました。高山市
では26年開業の新幹線や富山空港の高機能交通網を活用し、
周辺の観光地の中心に位置しているので広域観光の拠点化
を期しているが、全国の小京都と同じで今後の観光の課題で
あるリピーターを期待できるの
か改善が求められると思いまし
た。どこでもボランティアガイ
ドが活躍していますが、高齢化
後継者問題を抱えており、松江
市の観光のために継続して情報
を得るべきだと感じました。 高山市

砺波市を流れる庄川を視察
（宍道湖・中海問題等対策特別委員会）

このほかの委員会では以下のとおり行政視察を行いました
平成23年10月24日～26日
●まちづくり対策特別委員会
　【石川県金沢市】歴史的風致維持向上計画
　【岐阜県高山市】歴史的風致維持向上計画

平成23年10月31日～11月2日
●議会運営委員会
　【大分県大分市】	 議会運営、議会改革の取り組み、政策研究会
　【熊本県熊本市】	議会運営、議会改革の取り組み
　【福岡県久留米市】	議会運営、議会改革の取り組み、行政改革特

別委員会

平成23年11月7日～9日
●島根原子力発電対策特別委員会
　【北海道古宇郡泊村】泊発電所3号機の営業運転再開
		  泊発電所現地視察

平成23年11月8日～10日
●宍道湖・中海問題等対策特別委員会
　【新潟県新潟市】	 新潟市かわまちづく

り事業
　【富山県砺波市】	雄神地区かわまちづ

くり事業
　【石川県金沢市】	浅野川周辺のまちづ

くり


